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日
本
で
は
今
後
、
本
格
的
な
人
口
減

少
社
会
が
到
来
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
し
、
現
在
は
人
口
は
減
少
し

て
い
る
も
の
の
、
核
家
族
化
な
ど
に
よ

り
世
帯
数
は
ま
だ
増
加
し
て
い
る
。
空

き
家
問
題
が
本
格
化
し
、
さ
ら
に
深
刻

な
問
題
に
な
る
の
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

（
１
）
空
き
家
の
現
状

①
空
き
家
数
・
空
き
家
率

　

総
務
省
は
５
年
ご
と
に
住
宅
・
土
地

の
統
計
調
査
を
公
表
し
て
お
り
、
そ
の

デ
ー
タ
か
ら
空
き
家
の
状
況
、
増
加
傾

向
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

直
近
の
デ
ー
タ
は
２
０
１
３
年
（
平

成
25
年
）
の
も
の
で
あ
る
が
、
全
国
の

空
き
家
数
は
８
２
０
万
戸
、
空
き
家
率

は
13
・
５
％
で
あ
っ
た
。

　

前
回
（
２
０
０
８
年
）
と
比
べ
る

空
き
家
数
の
多
い

首
都
圏
で
の
対
策
が
急
務

と
、
空
き
家
数
は
63
万
戸
の
増
加
、
空

き
家
率
は
０
・
４
％
の
上
昇
と
な
っ
て

い
る
。
次
回
調
査
は
２
０
１
８
年
で
あ

る
が
、
空
き
家
が
約
１
０
８
０
万
戸
、

さ
ら
に
そ
の
５
年
後
の
２
０
２
３
年
に

は
約
１
４
０
０
万
戸
と
、
こ
れ
ま
で
の

増
加
ペ
ー
ス
を
遥
か
に
上
回
っ
て
増
加

す
る
と
予
測
す
る
調
査
も
あ
る
。

②
空
き
家
の
種
類
別
割
合

　

一
口
に
「
空
き
家
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
は
、
以
下
の
よ
う
に
分
け
ら
れ
る
。

・
別
荘
・
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
な
ど
常
時

住
ん
で
い
な
い
が
使
っ
て
い
る
家
（
二

次
的
住
宅
）

・
貸
し
た
く
て
も
借
り
手
が
い
な
い
空

き
家
（
賃
貸
用
住
宅
）

・
売
り
た
く
て
も
買
主
が
み
つ
か
ら
な

い
空
き
家
（
売
却
用
住
宅
）

・
そ
の
他
の
空
き
家

　

空
き
家
の
中
で
最
も
問
題
視
さ
れ
て

い
る
の
は
、
こ
の
う
ち
「
そ
の
他
の
空

き
家
」
だ
。
例
え
ば
、
人
が
居
住
せ
ず

放
置
さ
れ
て
い
る
空
き
家
、
人
が
長
期

間
居
住
し
て
お
ら
ず
今
後
も
居
住
す
る

見
通
し
が
な
い
空
き
家
で
あ
る
。
こ
の

原
因
と
し
て
は
、
例
え
ば
所
有
者
が
死

亡
し
て
空
き
家
に
な
る
ケ
ー
ス
や
、
高

齢
者
が
介
護
・
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所

し
た
結
果
、
自
宅
に
住
ま
ず
空
き
家
に

な
る
ケ
ー
ス
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

空
き
家
の
状
況
を
前
記
の
区
分
ご
と

に
み
て
み
る
と
、
二
次
的
住
宅
、
賃
貸

用
住
宅
、
売
却
用
住
宅
の
割
合
は
い
ず

れ
も
減
少
傾
向
に
あ
る
一
方
、「
そ
の

他
の
空
き
家
」
に
分
類
さ
れ
る
空
き
家

の
割
合
が
増
え
て
お
り
、
空
き
家
問
題

の
本
質
が
「
そ
の
他
の
空
き
家
」
に
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。

③
空
き
家
の
地
域
的
傾
向

　

空
き
家
の
状
況
を
「
空
き
家
率
」
で

み
た
場
合
に
は
、
都
市
部
よ
り
地
方
部

の
ほ
う
が
高
い
傾
向
に
あ
る
が
、「
空

き
家
数
」
で
と
ら
え
た
場
合
に
は
、
人

口
の
多
い
都
市
部
の
ほ
う
が
多
く
な
っ

て
い
る
。

　

例
え
ば
、
２
０
１
３
年
の
土
地
統
計

調
査
（
総
務
省
）
に
よ
れ
ば
、
大
都
市

圏
で
あ
る
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
愛
知

県
、
大
阪
府
で
約
２
４
０
万
戸
の
空
き

家
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
全
体
の
空
き
家

８
２
０
万
戸
の
30
％
近
く
を
占
め
て
お

り
、
こ
の
数
字
か
ら
み
て
も
大
都
市
圏

の
空
き
家
問
題
対
策
が
急
務
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。

（
２
）
空
き
家
が
増
加
し
て
い
る
原
因

　

空
き
家
が
増
加
し
て
い
る
主
な
原
因

と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
大
き
く
次

の
３
点
で
あ
る
。

①
人
口
減
少

　

日
本
の
人
口
は
緩
や
か
な
減
少
傾
向

に
あ
る
。
一
方
で
、
一
人
暮
ら
し
世

帯
、
夫
婦
の
み
世
帯
な
ど
の
核
家
族
化

も
進
ん
で
お
り
、
人
口
は
減
少
し
て
い

る
も
の
の
世
帯
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る

と
い
う
の
が
現
在
の
状
況
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
世
帯
数
が
増
え
て
い
る
と

は
い
え
、
地
方
部
か
ら
都
市
部
へ
の
人

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
・

住
宅
の
増
加
が
三
大
原
因

口
流
出
に
よ
り
、
地
方
部
で
は
人
口
減

少
、
そ
し
て
空
き
家
の
増
加
が
深
刻
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
。

②
少
子
高
齢
化

　

現
在
、
日
本
は
高
齢
者
の
人
口
割
合

が
25
％
を
超
え
る
超
高
齢
化
社
会
を
迎

え
て
い
る
。
高
齢
者
の
増
加
で
「
相
続

不
動
産
」
も
増
加
し
、
相
続
不
動
産
が

居
住
用
の
住
宅
と
し
て
供
さ
れ
ず
、
そ

の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
こ
と
が
空
き
家
の

増
加
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

　

最
近
の
傾
向
と
し
て
、
以
下
の
よ
う

な
理
由
で
、
相
続
不
動
産
が
そ
の
ま
ま

放
置
さ
れ
て
い
る
事
例
が
数
多
く
あ
る

と
い
う
。

・
地
方
で
は
不
動
産
を
相
続
し
て
も
売

れ
な
い
、
売
れ
て
も
安
い
価
格
で
し
か

売
れ
な
い
、
売
却
す
る
手
間
が
か
え
っ

て
面
倒
で
あ
る

・
兄
弟
全
員
が
共
有
で
不
動
産
を
相
続

し
た
手
前
、
相
続
人
一
人
の
独
断
で
売

る
こ
と
は
で
き
な
い

・
思
い
入
れ
の
あ
る
家
な
の
で
、
住
ま

な
い
が
そ
の
ま
ま
残
し
て
お
き
た
い

③
住
宅
の
増
加

　

マ
ク
ロ
的
に
「
人
口
の
減
少
」
や
、

「
空
き
家
の
増
加
」
と
い
う
傾
向
が
み

ら
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
新
た
に
建
築

さ
れ
る
建
物
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
こ

れ
は
、
日
本
で
は
不
動
産
に
対
し
新
築

物
件
の
人
気
が
中
古
物
件
よ
り
も
高
い

こ
と
に
よ
る
。

　

日
本
は
「
地
震
大
国
」
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
耐
震
性
能
の
観
点
か
ら
も
、

新
築
物
件
を
好
む
傾
向
が
強
い
。
供
給

側
で
空
き
家
の
中
古
物
件
が
多
数
あ
っ

て
も
、
需
要
者
側
が
築
浅
物
件
や
新
築

物
件
を
求
め
る
た
め
、
結
果
的
に
空
き

家
が
増
加
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
。

（
３
）
空
き
家
の
今
後
の
予
測

高
齢
者
の
単
身
世
帯
の

２
０
０
万
世
帯
が
予
備
軍

　

近
年
、
空
き
家
が
全
国
的
に
増
加
傾

向
に
あ
り
、
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ

て
い
る
。
空
き
家
問
題
の
最
大
の
原
因

は
日
本
の
「
人
口
減
少
」
に
あ
る
が
、

こ
れ
だ
け
で
な
く
雇
用
の
都
市
部
へ
の

偏
在
化
、
核
家
族
化
、
長
寿
化
な
ど

様
々
な
原
因
が
絡
ん
で
い
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
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各
メ
デ
ィ
ア
で
も
盛
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
空
き
家
の
増
加
。
総
務
省
に
よ
る
と
２
０
１
３
年
現
在
、

空
き
家
は
８
２
０
万
戸
と
な
っ
て
お
り
、
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
る
。
本
稿
で
は
、
地
域
金
融
機
関
の
担
当
者
と
し
て
押
さ
え

て
お
き
た
い
空
き
家
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
す
る
。

リ
ス
ク
回
避
の
た
め
の
活
用
・
売
却
方
法
を
提
案

地
域
の
空
き
家
問
題
に

ど
う
取
り
組
む
か


